
今月 16 日に県議会が閉会しました。長崎

新聞は毎回閉会の翌日に「県議会を振り返っ

て」という記事を掲載しますが、今般の記事

で私が以前より意見している「県は自分たち

にとって都合のいい数字で成果がでている

と判断するのではなく、客観的なあらゆる数

字を参考に県政の検証を行い、成果の可否に

ついて判断すべき」という内容で記者も同じ

ような指摘をしています。 

一例を挙げると「県民所得向上」が 24～

27年度の 3ヵ年で県は「目標を達成できた」 

「成果がでている」と判断していますが、県

が参考にしていない各種統計値（もちろん数

字だけでなく内容の精査も）で検証した時に

「目標を達成できていない」という立ち位置

に立てば、これからの取り組みは施策の作り

こみ、予算のつけ方を含め全く違ったものに

なってきます。ですから「都合のいい数字ば

かり拾うな」なのです。 

似たようなことでは 1 年半ほど前の H27.2.22 に県が

公表した「長崎県の暮らしやすさ指標」について、公表

されている統計データなどを用いて全国と比較すると

本県は「総合 1位」だそうです。 

然るに「幸福度」第一人者の著書によると 16 年度の

本県の幸福度ランキングは全国 43 位。田舎暮らしを勧

める雑誌の「住みたい田舎ベスト 50」では 50 都市に本

県の市町はひとつもランクインできていません。 

暮らしやすさ 1位なのに幸福度も低く、住みたい田舎

でもない…ということはやはり「都合のいいととられか

ねない比較項目の設定」や「本県独自の順位付け」とな

っているのではないでしょうか？各種統計数値に対し

て「真摯に、謙虚たれ」で客観的、多角的な検証が求め

られます。 H28.9.26 東洋経済オンラインより 

H29.3.17 長崎新聞より 
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